
(57)【要約】

シートベルト巻取装置が、フレーム（２０）に回転可能

に取り付けられた巻取リール（１）と、電気モータ（３

）と、シートベルト（５）の装着者の装着感を調節する

ため、またはシートベルトを引き締めるために様々なト

ルクを巻取リールに伝達できる切換機構（４）を有して

いる。切換機構は、シートベルトの装着者が感じる装着

感を快適にするために設定された切換位置と、必要なら

ば調節可能な負荷制限も行うことができる、ベルト引き

締め用の切換位置に自動的になることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ ａ ） フ レ ー ム （ ２ ） 内 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 巻 取 リ ー ル （ １ ） と 、
（ ｂ ） 電 気 モ ー タ （ ３ ） と 、
（ ｃ ） シ ー ト ベ ル ト （ ５ ） の 使 用 者 の 装 着 感 を 調 節 す る た め 、 ま た は シ ー ト ベ ル ト を 引 き
締 め る た め に 、 様 々 な ト ル ク を 前 記 巻 取 リ ー ル に 伝 達 で き る 切 換 機 構 （ ４ ） で あ っ て 、 各
ト ル ク を 伝 達 す る 回 転 数 の 変 化 、 ま た は 該 回 転 数 に 応 じ て 相 応 の 切 換 位 置 に な る こ と が で
き る 切 換 機 構 と を 有 す る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 切 換 機 構 （ ４ ） は 、 前 記 回 転 数 ま た は 前 記 回 転 数 の 変 化 に 応 じ て 動 作 さ せ る こ と が で
き る 連 結 器 （ ６ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 連 結 器 （ ４ ） は 復 元 力 、 ま た は 回 転 方 向 の 変 化 に よ っ て 係 合 か ら 外 す こ と が で き る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 連 結 器 （ ４ ） の 駆 動 部 （ ８ ） が 、 前 記 巻 取 リ ー ル （ １ ） の 突 出 部 （ ７ ） に 、 該 突 出 部
の 内 側 固 定 箇 所 （ １ １ ） の 所 で 回 転 不 能 に 結 合 さ れ た 動 力 ば ね （ １ ０ ） の 外 側 固 定 箇 所 （
９ ） を 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 連 結 器 （ ６ ） の 前 記 駆 動 部 （ ８ ） は 前 記 動 力 ば ね （ １ ０ ） の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） の 一
部 を 形 成 し て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 連 結 器 （ ６ ） は 、 前 記 駆 動 部 の 回 転 数 ま た は 回 転 数 の 変 化 に 応 じ て 係 合 さ せ る こ と が
で き る 少 な く と も １ つ の 係 合 可 能 な 連 結 部 品 （ １ ３ ） を 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ
ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 連 結 部 品 （ １ ３ ） は 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 （ ４ ５ ） に よ っ て 係 合 さ せ る こ と が で き る 、 請
求 項 ２ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 は 、 前 記 駆 動 部 （ ８ ） 上 に 可 動 に 取 り 付 け ら れ て い る 係 合 部 （ ２ ４
） を 操 作 部 （ ３ ３ ） と 係 合 さ せ る こ と が で き る 、 そ し て そ れ に よ っ て 、 前 記 駆 動 部 が 回 転
し て い る 間 に 前 記 連 結 部 品 （ １ ３ ） を 再 係 合 さ せ る こ と が で き る セ ン サ 質 量 体 （ １ ５ ） を
有 し て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 は 、 衝 突 に よ る 加 速 ま た は 減 速 が 閾 値 を 上 回 る 場 合 に 前 記 連 結 部 品
（ １ ３ ） を 係 合 さ せ る こ と が で き る 乗 物 感 応 式 加 速 度 セ ン サ （ ３ １ ） を 有 し て い る 、 請 求
項 ７ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 は 電 磁 石 （ ４ １ ） を 含 ん で い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の シ ー ト ベ ル ト 巻
取 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ８ ９ ３ ３ １ ３ 号 明 細 書 に は 、 電 気 モ ー タ に よ っ て 発 生 し た 様 々 な ト
ル ク を シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 巻 取 リ ー ル に 加 え る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 が 開 示 さ れ て い
る 。 各 ト ル ク は 機 械 的 な 切 換 機 構 を 介 し て 伝 達 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 各 切 換 位 置 に 応 じ て
、 シ ー ト ベ ル ト の 装 着 者 の 装 着 感 を 快 適 に し 、 ウ ェ ビ ン グ を 引 き 締 め 、 ま た は ベ ル ト の 力
を 制 限 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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本 発 明 は 、 電 気 モ ー タ に よ っ て 発 生 す る ト ル ク を 巻 取 リ ー ル に 伝 達 す る の に 用 い ら れ る 、
回 転 数 ま た は 回 転 数 の 変 化 に 応 じ て 動 作 さ せ ら れ る 切 換 機 構 を 有 す る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装
置 を 提 供 す る 。 切 換 機 構 は 、 低 い 回 転 数 、 小 さ い 回 転 数 変 化 で 伝 達 さ れ る ト ル ク に よ っ て
、 シ ー ト ベ ル ト の 装 着 者 の 装 着 感 を 快 適 に す る の を 保 証 す る 切 換 位 置 に な り 、 切 換 機 構 は
、 高 い 回 転 数 で 伝 達 さ れ る ト ル ク に よ っ て 、 ベ ル ト を 引 き 締 め る の を 保 証 す る 切 換 位 置 に
な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

図 面 に 記 載 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 そ れ ぞ れ が 、 フ レ ー ム ２ に 回 転 可 能 に 取 り 付
け ら れ て い る 巻 取 リ ー ル １ を 備 え る 、 シ ー ト ベ ル ト ５ の 巻 取 装 置 を 有 し て い る 。 電 気 モ ー
タ ３ が 切 換 機 構 ４ の 切 換 位 置 に 応 じ て 様 々 な ト ル ク を 巻 取 リ ー ル に 、 し た が っ て シ ー ト ベ
ル ト に 伝 達 す る 。 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ８ ９ ３ ３ １ ３ 号 明 細 書 に は 、 し っ か り 締 め た シ ー
ト ベ ル ト の 装 着 者 が 感 じ る 装 着 感 を 調 節 す る よ う に 、 シ ー ト ベ ル ト に 張 力 を か け る よ う に
、 ま た は 、 巻 取 リ ー ル １ が ブ ロ ッ ク さ れ 、 乗 物 の 乗 員 が 前 方 に 移 動 す る の を ブ ロ ッ ク さ れ
て い る 場 合 に 負 荷 制 限 器 ２ ５ を 調 整 す る よ う に ト ル ク を 伝 達 で き る こ と が 開 示 さ れ て い る
。 図 １ ～ ５ の 各 実 施 形 態 は 、 前 述 の 調 節 さ れ た 切 換 位 置 す な わ ち ト ル ク の う ち の １ つ ま た
は ２ つ だ け を 巻 取 リ ー ル と シ ー ト ベ ル ト に 伝 達 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
セ ン サ ば ね ３ ９ に よ っ て 引 き 止 め ら れ て い る の が 好 ま し い セ ン サ 質 量 体 １ ５ が 駆 動 部 に 対
し て 移 動 せ ず 、 駆 動 部 と 一 緒 に 移 動 さ せ ら れ る 程 度 に 、 駆 動 部 ８ の 回 転 数 が 非 常 に 低 く 、
ま た は 回 転 数 の 変 化 が 非 常 に 少 な い 場 合 、 動 力 ば ね １ ０ の 復 元 力 が 調 節 さ れ る 。 こ れ に よ
っ て 、 シ ー ト ベ ル ト の 装 着 者 が 感 じ る 装 着 感 を 、 例 え ば 動 力 ば ね の 引 き 戻 し 力 を 弱 め て 快
適 に す る こ と が で き る 。 例 え ば シ ー ト ベ ル ト を 駐 車 時 の 位 置 に 戻 す た め に 、 駆 動 部 を 逆 方
向 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 動 力 ば ね の 引 き 戻 し 力 を 強 め る こ と が で き る 。 シ ー ト ベ ル ト
は 、 連 結 器 ６ を 係 合 さ せ る こ と に よ っ て そ の 駐 車 時 の 位 置 に 戻 す こ と が で き る 。 こ の 時 、
必 要 な ト ル ク は 連 結 器 を 介 し て 電 気 モ ー タ か ら 巻 取 リ ー ル に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
記 載 す る 実 施 形 態 に お い て 、 切 換 機 構 ４ は 回 転 数 ま た は 回 転 数 の 変 化 に 応 じ て 各 切 換 位 置
に 自 動 的 に 調 整 す る こ と が で き る 。 比 較 的 低 い 回 転 数 ま た は 比 較 的 小 さ い 回 転 数 変 化 に よ
っ て 、 切 換 機 構 は 、 し っ か り 締 め た シ ー ト ベ ル ト ５ の 装 着 者 が 感 じ る 装 着 感 が 調 節 さ れ る
切 換 位 置 に な る 。 こ の た め に 、 動 力 ば ね １ ０ の 復 元 力 は 弱 め る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ っ
て 、 電 気 モ ー タ ３ に よ っ て 発 生 し 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ を 介 し て 伝 達 さ れ る ト ル ク が 、 減
速 ギ ア を 介 し て 駆 動 部 ８ に 伝 達 さ れ る の が 保 証 さ れ る 。 こ の 減 速 ギ ア は 、 モ ー タ シ ャ フ ト
と 噛 み 合 う ギ ア ホ イ ー ル ２ ２ と 、 駆 動 部 上 に 回 転 不 能 に 取 り 付 け ら れ た ギ ア ホ イ ー ル ２ ３
を 有 し て い る 。 駆 動 部 は 、 巻 取 リ ー ル の 軸 線 と 同 軸 の 回 転 軸 線 １ ４ の 周 り に 回 転 可 能 に 取
り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
駆 動 部 ８ は 動 力 ば ね の ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 一 部 分 を 形 成 し て お り 、 動 力 ば ね １ ０ の 周 囲 を 囲
ん で い る 。 動 力 ば ね の 外 側 固 定 箇 所 ９ が 駆 動 部 に し っ か り と 連 結 さ れ て い る 。 動 力 ば ね の
内 側 固 定 箇 所 １ １ が 、 巻 取 リ ー ル １ の 軸 方 向 の 突 出 部 ７ に 対 し て 回 転 不 能 に 連 結 さ れ た ば
ね 芯 ３ ２ に し っ か り と 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 動 力 ば ね １ ０ の 復 元 力 が 巻 取 リ
ー ル に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ を 逆 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 動 力 ば ね １ ０ を そ の 通 常 の 復 元 力
に 調 整 す る こ と が で き 、 必 要 な ら ば 、 さ ら に 回 転 す る こ と に よ っ て 動 力 ば ね の 復 元 力 を 強
め る こ と が で き る 。 こ れ は 、 シ ー ト ベ ル ト が 外 さ れ た 場 合 に そ の 駐 車 時 の 位 置 に 戻 す 時 に
有 利 で あ る 。 動 力 ば ね の 復 元 力 を 強 め る こ と に よ っ て シ ー ト ベ ル ト を 駐 車 時 の 位 置 に し っ
か り と 保 持 す る こ と が で き る 。 切 換 機 構 は 、 ト ル ク を 電 気 モ ー タ ３ か ら 伝 達 す る 自 動 的 に
係 合 可 能 な 連 結 器 ６ を 有 す る こ と が で き る 。 ま た 、 動 力 ば ね の 復 元 力 を 相 応 に 調 節 し 、 す
な わ ち 係 合 さ れ た 連 結 器 を 相 応 に 調 整 す る こ と に よ っ て 、 シ ー ト ベ ル ト に 適 切 な ト ル ク を
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加 え る の を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
シ ー ト ベ ル ト を 引 き 締 め る た め に 、 電 気 モ ー タ ３ は 、 高 い 回 転 数 の 時 、 ま た は 回 転 数 が 急
速 に 高 め ら れ て い る 時 に 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ か ら ギ ア ホ イ ー ル ２ ２ ， ２ ３ を 介 し て 駆 動
部 ８ へ 伝 達 さ れ る ト ル ク を 発 生 す る 。 係 合 部 ２ ４ 、 例 え ば ば ね に よ っ て 静 止 位 置 へ と 付 勢
さ れ て い て よ い 爪 を 駆 動 部 に 、 例 え ば 軸 受 部 ４ ３ に よ っ て 可 動 に 、 特 に 回 転 可 能 に 取 り 付
け る こ と が で き る 。 連 結 部 品 は 、 駆 動 部 の 回 転 数 ま た は 回 転 数 の 変 化 に 応 じ て 自 動 的 に 係
合 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め に 、 回 転 軸 線 ７ か ら 距 離 を お い て 配 置 さ れ て い る セ ン サ
質 量 体 １ ５ の 慣 性 モ ー メ ン ト の お か げ で 係 合 可 能 な 連 結 部 品 は 、 駆 動 部 ８ 上 に ピ ボ ッ ト 運
動 可 能 に 、 す な わ ち 回 転 可 能 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
好 適 な 実 施 形 態 に お い て 、 連 結 部 品 １ ３ は 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 に よ っ て 動 作 さ せ る こ と が で
き る 。 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 で は 、 係 合 部 が セ ン サ 質 量 体 １ ５ に よ っ て 操 作 部 と 係 合 さ せ ら れ
て 予 備 ブ ロ ッ ク さ れ る 。 こ の 予 備 ブ ロ ッ ク に よ っ て 、 駆 動 部 ８ が 操 作 部 ３ ３ に 確 実 に 回 転
不 能 に 連 結 さ れ る 。 駆 動 部 が 回 転 す る 結 果 、 操 作 部 が 一 緒 に 回 転 さ せ ら れ 、 そ れ に よ っ て
少 な く と も １ つ の 連 結 部 品 が 係 合 さ せ ら れ る 。 操 作 部 と の 係 合 、 し た が っ て 操 作 部 と 駆 動
部 と の 連 結 が 、 少 な く と も １ つ の 連 結 部 品 が 駆 動 部 に 同 時 に 係 合 す る た め 、 行 わ れ る 。 セ
ン サ 質 量 体 １ ５ は 、 係 合 部 に 作 用 す る 独 立 型 の セ ン サ 質 量 体 で あ り 、 あ る い は 、 予 備 ブ ロ
ッ ク 係 合 部 と 一 体 に な っ て お り 、 遠 心 力 ま た は 慣 性 力 に よ っ て 予 備 ブ ロ ッ ク 係 合 部 に 作 用
す る セ ン サ 質 量 体 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ ～ ３ お よ び ５ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ ば ね ３ ９ が セ ン サ 質 量 体 と 駆 動 部
８ の 間 に 作 用 し て い る 。 そ の 慣 性 質 量 の た め に 、 セ ン サ 質 量 体 １ ５ は 、 最 初 、 駆 動 部 と 一
緒 に 回 転 せ ず 、 そ の 結 果 、 セ ン サ 質 量 体 と 駆 動 部 の 間 、 お よ び セ ン サ 質 量 体 と 係 合 部 ２ ４
の 間 に 相 対 的 な 運 動 が 生 じ る 。 係 合 部 と セ ン サ 質 量 体 の 間 の こ の 相 対 運 動 に よ っ て 、 係 合
部 は 操 作 部 ３ ３ に 係 合 さ せ ら れ て 予 備 ブ ロ ッ ク 状 態 に な る 。 記 載 す る 実 施 形 態 に お い て 、
セ ン サ 質 量 体 は 角 加 速 度 セ ン サ の よ う に 動 作 す る 。 記 載 す る 実 施 形 態 に お い て 、 操 作 部 ３
３ は 、 巻 取 リ ー ル １ か ら 延 び て い る 、 巻 取 リ ー ル １ と 同 軸 の 軸 方 向 の 突 出 部 ７ に 回 転 可 能
に 取 り 付 け ら れ て い る 操 作 ホ イ ー ル と し て 示 さ れ て い る 。 係 合 部 ２ ４ は 、 操 作 部 （ 操 作 ホ
イ ー ル ） の 周 囲 の 歯 ３ ４ と 係 合 す る １ つ ま た は 数 個 の 可 動 爪 で あ っ て よ い 。 駆 動 部 ８ の 回
転 運 動 は 操 作 部 ３ ３ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
操 作 部 ３ ３ は 連 結 駆 動 部 ３ ５ を 有 し て い る 。 駆 動 部 ８ に よ っ て 生 成 さ れ る 回 転 運 動 は 、 連
結 駆 動 部 に よ っ て 、 例 え ば ピ ボ ッ ト 運 動 す る 爪 で あ る 少 な く と も １ つ の 連 結 部 品 １ ３ に 伝
達 さ れ る 。 連 結 部 品 は 、 特 に 軸 方 向 の 突 出 部 ７ に よ っ て 、 巻 取 リ ー ル に 回 転 不 能 に 連 結 さ
れ て い る 支 持 体 ２ ６ に 可 動 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 連 結 部 品 は 駆 動 部 ８ と 係 合 す る 。 駆 動
部 は 周 囲 の 歯 ３ ６ を 有 す る こ と が で き る 。 歯 ３ ４ ， ３ ６ は 、 連 結 部 品 １ ３ が 同 時 に 係 合 し
て 連 結 さ れ る よ う に 構 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
あ る い は 、 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 は 、 以 下 に 記 載 す る よ う に 、 連 結 部 品 を 係 合 さ せ る こ と が で
き る 乗 物 感 応 式 加 速 度 セ ン サ ３ １ を 有 し て い て も よ い 。 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 電 磁 石 ４ １ を さ ら に 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
連 結 部 品 ３ を 駆 動 部 ８ の ギ ア の 歯 ３ ６ と 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 駆 動 部 が 支 持 体 ２ ６ お
よ び 軸 方 向 の 突 出 部 ７ を 介 し て 巻 取 リ ー ル １ に 確 実 に 回 転 不 能 に 連 結 さ れ る 。 電 気 モ ー タ
３ か ら ギ ア 機 構 、 す な わ ち ギ ア ホ イ ー ル ２ ２ ， ２ ３ を 介 し て 駆 動 部 へ 伝 達 さ れ る ト ル ク は
巻 取 リ ー ル に 接 続 さ れ 、 シ ー ト ベ ル ト を 引 き 締 め る の に 使 用 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
シ ー ト ベ ル ト ５ の 引 き 締 め は 、 万 一 の 衝 突 時 に 、 シ ー ト ベ ル ト を 装 着 し て い る 乗 物 の 乗 員
を 乗 物 の シ ー ト へ と 引 き 戻 す 強 力 な 引 き 締 め （ ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ  ｔ ｉ ｇ ｈ ｔ ｅ ｎ ｉ ｎ ｇ ） で あ
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っ て よ い 。 シ ー ト ベ ル ト ５ の 引 き 締 め は 、 衝 突 す る 可 能 性 が 高 い 運 転 状 況 の 時 に 行 わ れ る
、 シ ー ト ベ ル ト ５ の 可 逆 的 な 引 き 締 め を 含 む こ と も で き る 。 こ の よ う な 運 転 状 況 は 、 乗 物
が 急 ブ レ ー キ を か け ら れ て い る 状 況 、 乗 物 が ス リ ッ プ し て い る 状 況 な ど を 含 ん で い る 。 そ
の よ う な 状 況 に お い て 衝 突 が 発 生 し な か っ た 場 合 、 巻 取 リ ー ル と シ ー ト ベ ル ト は 、 装 着 者
が 感 じ る 装 着 感 が 快 適 に な る よ う に 設 定 さ れ た 、 動 力 ば ね の 復 元 力 が シ ー ト ベ ル ト に 作 用
す る 、 通 常 の 、 装 着 者 が 感 じ る シ ー ト ベ ル ト の 装 着 感 を 快 適 に す る 状 態 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
衝 突 す る 見 込 み が 高 い 運 転 状 況 に お い て 、 ベ ル ト の 可 逆 的 な 引 き 締 め を 行 う た め に 、 連 結
器 ６ は 、 ベ ル ト を 引 き 締 め 、 危 険 な 運 転 状 況 が 終 了 し た 後 に 、 復 元 ば ね １ ０ に よ っ て 発 生
す る 復 元 力 に よ っ て 、 ま た は 運 動 を 変 化 さ せ る 、 例 え ば 、 電 気 モ ー タ ３ に よ っ て 発 生 す る
回 転 の 方 向 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 係 合 か ら 外 す こ と が で き る 。 そ の 後 、 動 力 ば ね １ ０
の 復 元 力 が 巻 取 リ ー ル と シ ー ト ベ ル ト に 再 び 作 用 す る 。 ト ル ク は 減 速 ギ ア 機 構 を 介 し て 巻
取 リ ー ル に 伝 達 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 復 帰 を 可 能 に す る た め に 、 連 結 部 品 １ ３ に 作 用 す る 復 元 ば ね １ ８ が 、 図 ７ に 、 よ り 詳
細 に 示 さ れ て い る よ う に 操 作 部 ３ ３ と 支 持 体 ２ ６ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 復 元 ば ね の 力 に
よ っ て 、 操 作 部 ３ ３ は 支 持 体 ２ ６ と 反 対 方 向 に そ の 元 の 、 す な わ ち 通 常 の 位 置 に 戻 さ れ 、
そ れ に よ っ て 連 結 部 品 １ ３ も 係 合 か ら 外 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 連 結 部 品 が 駆 動 部 ３ ６ の
歯 ３ ６ か ら 外 さ れ 、 す な わ ち 、 連 結 器 ６ が 係 合 か ら 外 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
駆 動 部 ８ と セ ン サ 質 量 体 １ ５ の 間 に 作 用 す る セ ン サ ば ね ３ ９ （ 図 １ ～ ３ 、 お よ び ５ ） も 復
元 力 を 発 生 し 、 そ れ に よ っ て 、 セ ン サ 質 量 体 と 係 合 部 ２ ４ は そ の 元 の 、 す な わ ち 通 常 の 位
置 に 戻 さ れ る 。 図 ６ は セ ン サ ば ね ３ ９ を 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 セ ン サ 質 量 体 １ ５ は
、 復 元 ば ね １ ８ の 復 元 作 用 の た め に 、 セ ン サ ば ね 無 し で 復 元 動 作 さ せ る こ と も 可 能 で あ る
。 連 結 器 ６ は 、 電 気 モ ー タ ３ に よ っ て 反 転 さ せ る こ と に よ り 係 合 か ら 外 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 の よ う に 、 連 結 器 ６ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ の 回 転 数 ま た は 回 転 数 の 変 化 に 応 じ て 係
合 さ せ ら れ 、 ま た は 係 合 か ら 外 さ れ た 状 態 の ま ま に さ れ る 切 換 連 結 器 の よ う に 動 作 す る 。
回 転 数 が 低 い か 、 ま た は 回 転 数 の 変 化 が 小 さ い 場 合 、 連 結 器 は 係 合 か ら 外 さ れ た 状 態 の ま
ま に な り 、 そ の 結 果 、 モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ は 、 ギ ア ホ イ ー ル ２ ２ ， ２ ３ と 駆 動 部 ８ を 有 す
る ギ ア 機 構 を 介 し て 動 力 ば ね １ ０ の 復 元 力 に 作 用 す る 。 回 転 数 が 高 い か 、 ま た は 回 転 数 の
変 化 が 大 き い 場 合 、 セ ン サ 装 置 が 動 作 し 、 連 結 部 品 １ ３ は 予 備 ブ ロ ッ ク 装 置 に よ っ て 係 合
さ せ ら れ る 。 し た が っ て 、 動 力 ば ね は 橋 渡 し さ れ 、 駆 動 部 は 巻 取 リ ー ル １ に 回 転 不 能 に 連
結 さ れ る 。 上 述 の よ う に 、 予 備 ブ ロ ッ ク を 生 じ さ せ る セ ン サ 装 置 は 、 セ ン サ 質 量 体 １ ５ と
、 セ ン サ 質 量 体 に 作 用 す る セ ン サ ば ね ３ ９ と 、 係 合 部 ２ ４ を 有 し て い る 。 連 結 器 ６ は ギ ア
機 構 と 一 緒 に 動 作 し 、 上 述 の 切 換 位 置 を 生 じ さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
記 述 す る 実 施 形 態 で は 、 駆 動 部 ８ と 操 作 部 ３ ３ の 両 方 が 周 囲 の 歯 ３ ６ ， ３ ４ を 有 し て お り
、 係 合 部 ２ ４ の 、 操 作 部 ３ ３ の 周 囲 の 歯 ３ ４ へ の 予 備 ブ ロ ッ ク 係 合 が 所 定 の 回 転 角 度 位 置
で 行 わ れ る の で 、 連 結 部 品 １ ３ は 駆 動 部 の 周 囲 の 歯 ３ ６ に 同 時 に 係 合 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
係 合 部 ２ ４ は 、 操 作 部 、 特 に 操 作 部 ３ ３ の 周 囲 の 歯 に 遠 心 力 の た め に 係 合 す る よ う に 構 成
で き る 。 セ ン サ ば ね が 係 合 部 ２ ４ に 作 用 し て 、 一 定 の 回 転 数 を 下 回 る 時 は 、 係 合 部 を 操 作
部 に 係 合 し な い よ う に 保 つ 。 上 記 の 回 転 数 を 上 回 る 場 合 、 係 合 部 ２ ４ に 働 く 遠 心 力 が セ ン
サ の ば ね の 復 元 力 を 越 え 、 そ の 結 果 、 係 合 部 は 操 作 部 に 係 合 す る 。 こ れ に よ っ て 、 操 作 部
３ ３ も 駆 動 部 ８ に 対 し て 確 実 に 回 転 不 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
巻 取 リ ー ル １ と 、 巻 取 リ ー ル が 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る フ レ ー ム ２ を 基 本 的 に 有 す
る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 は 、 ト ル ク ロ ッ ド の 形 態 の 負 荷 制 限 器 ２ ５ を さ ら に 有 し て い る 。
こ の 負 荷 制 限 器 は 、 巻 取 リ ー ル １ の 中 空 部 内 で 軸 方 向 に 延 び て い る 。 巻 取 リ ー ル は 負 荷 制
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限 器 と し て 働 き 、 ま た は 上 述 の ト ル ク ロ ッ ド と 一 体 に 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 電 気
モ ー タ に よ っ て 加 え ら れ る ト ル ク を ベ ル ト の 力 の 制 限 を 調 節 す る の に 利 用 す る こ と が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
負 荷 制 限 器 ２ ５ は 、 図 １ ～ ３ に 示 さ れ て い る 各 実 施 形 態 に お い て 、 左 側 の 端 部 の 所 で 、 固
定 さ れ た 軸 受 ２ ７ 内 で 巻 取 リ ー ル １ に 回 転 不 能 に 連 結 さ れ て い る 。 負 荷 制 限 器 の 右 側 の 端
部 に お い て 、 巻 取 リ ー ル １ は 、 負 荷 制 限 器 の 反 対 側 の 可 動 な 軸 受 ２ ８ に 回 転 可 能 に 取 り 付
け ら れ て い る 。 負 荷 制 限 器 の 右 側 端 部 は 、 通 常 の 運 転 状 態 下 で は フ レ ー ム ２ に 回 転 可 能 に
取 り 付 け ら れ て い る 。 記 載 す る 実 施 形 態 に お い て 、 軸 方 向 の 突 出 部 ７ は 負 荷 制 限 器 へ と 延
び 、 負 荷 制 限 器 と 同 軸 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ と ３ に お い て 、 軸 方 向 の 突 出 部 ２ ７ は 負 荷 制 限 器 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 図 １ 、 ４
、 お よ び ５ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 で は 、 軸 方 向 の 突 出 部 ７ は 、 ト ル ク ロ ッ ド で あ る 負 荷
制 限 器 と の 結 合 部 ３ ７ に 回 転 不 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
切 換 機 構 ４ と 動 力 ば ね １ ０ 、 お よ び 該 当 す る な ら ば 減 速 ギ ア 機 構 は 、 取 付 板 １ ７ を 介 し て
フ レ ー ム ２ に 結 合 さ れ る モ ジ ュ ラ ユ ニ ッ ト と し て 構 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、
従 来 の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 を 、 様 々 な ト ル ク を 電 気 モ ー タ か ら 巻 取 リ ー ル へ 伝 達 す る 自
動 調 整 可 能 な 切 換 機 構 付 き の も の に 改 造 、 す な わ ち 更 新 す る こ と が 可 能 に な る 。 取 付 板 を
用 い る こ と に よ っ て 、 切 換 機 構 ４ を 備 え る 様 々 な タ イ プ の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 を 提 供 で
き る 。 取 付 板 は 、 ２ つ の フ レ ー ム 部 材 の う ち の 一 方 、 特 に シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の ば ね 側
の フ レ ー ム 部 材 に 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ 、 ４ 、 お よ び ５ に お い て 、 負 荷 制 限 器 ２ ５ は 、 そ の 左 側 の 端 部 が 、 フ レ ー ム ２ お よ び
／ ま た は こ の フ レ ー ム に し っ か り と 結 合 さ れ た 取 付 板 １ ７ の 、 機 能 を 以 下 に 詳 し く 説 明 す
る ピ ボ ッ ト 軸 受 ２ ０ 内 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ピ ボ ッ ト 軸 受 ２ ０ は 、 図 ２ お よ
び ３ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 で は 設 け ら れ て お ら ず 、 軸 方 向 の 突 出 部 ２ ７ は 負 荷 制 限 器 ２
５ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 そ の 外 側 端 部 が ハ ウ ジ ン グ １ ９ 内 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 こ の ハ ウ ジ ン グ は 切 換 機 構 ４ 全 体 を 囲 ん で お り 、 取 付 板 １ ７ に し っ か り と 結 合 さ れ て い
る 。 取 付 板 は 、 フ レ ー ム ２ 、 特 に シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 左 側 の フ レ ー ム 部 材 に 回 転 不 能
に 結 合 さ れ て い る 。 取 付 板 １ ７ は 動 力 ば ね の ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 外 側 の 側 面 を 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
取 付 板 １ ７ は 荷 重 を 支 持 し て い る の が 好 ま し く 、 そ れ に よ っ て 、 巻 取 リ ー ル １ を そ の 一 方
の 端 面 で 、 必 要 な ら ば 軸 方 向 の 突 出 部 ３ ８ を 介 し て 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 内 で 取 付 板 上 に 支 持 す
る こ と が で き る 。 あ る い は 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 は 取 付 板 の 一 部 分 で は な く 、 シ ャ フ ト 状 の 突 出
部 は 、 取 付 板 に 固 定 さ れ た 、 切 換 機 構 を 取 り 囲 ん で い る ハ ウ ジ ン グ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け
ら れ 、 巻 取 リ ー ル に 対 し て 回 転 不 能 に 結 合 さ れ て い て も よ い 。 減 速 ギ ア 機 構 、 特 に 、 前 述
の 減 速 ギ ア 機 構 の ギ ア ホ イ ー ル も 、 上 記 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 回 転 可 能 に 支 持 す る こ と が で き
る 。 減 速 ギ ア 機 構 の 幾 つ か の ギ ア ホ イ ー ル を ハ ウ ジ ン グ 内 に 支 持 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ と ５ に お い て 、 支 持 体 ２ ６ は 、 動 力 ば ね の ハ ウ ジ ン グ の 、 連 結 部 品 １ ３ と の 、 側 面 の
境 界 を 形 成 し て い る 。 動 力 ば ね の ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 図 １ ～ ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 駆
動 部 ８ に よ っ て 完 成 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 部 は 、 セ ン サ 質 量 体 １ ５ と 係 合 部 ２ ４ と 操 作
部 ３ ３ 、 お よ び 連 結 部 品 １ ３ を 有 す る 予 備 ブ ロ ッ ク 用 セ ン サ 装 置 を 収 容 す る 、 連 結 器 の ハ
ウ ジ ン グ も 形 成 し て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ハ ウ ジ ン グ １ ９ と 取 付 板 １ ７ に よ っ て 囲 ま れ て い る 切 換 機 構 ４ は 、 様 々 な タ イ プ の シ ー ト
ベ ル ト 巻 取 装 置 に 取 付 板 に よ っ て 結 合 で き る モ ジ ュ ラ ユ ニ ッ ト で あ る の が 好 ま し い 。 こ の
モ ジ ュ ラ ユ ニ ッ ト １ ６ は 、 電 気 モ ー タ ３ を そ の モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ と 共 に 支 持 し て い て も
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よ い 。 こ れ に よ っ て 、 様 々 な タ イ プ の シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 に 切 換 機 構 お よ び 電 気 モ ー タ
を 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
取 付 板 １ ７ は 、 そ し て 好 ま し く は ハ ウ ジ ン グ １ ９ も 力 吸 収 性 を 有 し て い る 。 特 に 、 ベ ル ト
を 引 き 締 め て い る 間 、 伝 達 さ れ る ト ル ク は 取 付 板 と ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 吸 収 さ れ る 。 図 ２
お よ び ３ の 実 施 形 態 で は 、 取 付 板 １ ７ は 、 巻 取 リ ー ル ま た は 負 荷 制 限 器 を 支 持 す る 耐 衝 撃
性 カ ラ ー ４ ０ と す る こ と も で き る 。 図 １ 、 ４ 、 お よ び ５ の 実 施 形 態 で は 、 ピ ボ ッ ト 軸 受 ２
０ が こ の 働 き を す る 。 シ ー ト ベ ル ト を 強 力 に 引 き 締 め た 後 で あ っ た と し て も 、 乗 物 の 乗 員
が 前 方 に 動 く 間 に シ ー ト ベ ル ト か ら 巻 取 リ ー ル １ に 伝 達 さ れ る 力 は 、 フ レ ー ム ２ 、 お よ び
取 付 板 １ ７ と ハ ウ ジ ン グ １ ９ に よ っ て 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
衝 突 時 、 シ ー ト ベ ル ト を 強 力 に 引 き 締 め た 後 、 負 荷 制 限 器 ２ ５ の 右 側 端 部 が ブ ロ ッ ク 装 置
に よ っ て 、 例 え ば フ レ ー ム ２ に 爪 を 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 公 知 の よ う に し て 回 転 を 阻
止 さ れ た 場 合 、 左 側 端 部 が 、 固 定 さ れ た 軸 受 ２ ７ を 介 し て 、 ト ル ク ロ ッ ド と し て 構 成 さ れ
た 負 荷 制 限 器 ２ ５ に 回 転 不 能 に 結 合 さ れ て い る 巻 取 リ ー ル １ は 、 力 が 一 定 の 閾 値 を 一 旦 越
え る と 、 ベ ル ト 負 荷 制 限 器 の 、 し っ か り 保 持 さ れ て い る 右 側 端 部 に 対 し て 反 対 に 回 転 す る
。 こ の 回 転 は 、 シ ー ト ベ ル ト を 装 着 し て い る 乗 物 乗 員 が 前 方 に 移 動 し て い る 間 に シ ー ト ベ
ル ト ５ に よ っ て 加 え ら れ る 力 が 、 事 前 に 設 定 さ れ た 所 定 の 力 閾 値 を 上 回 っ た 時 に 生 じ る 。
こ の 力 閾 値 は 、 強 力 な 引 き 締 め が 行 わ れ た 時 に 前 述 の よ う に 軸 方 向 の 突 出 部 ７ に 連 結 さ れ
、 し た が っ て 連 結 器 ６ が 係 合 さ れ た 時 に 負 荷 制 限 器 ２ ５ の 左 端 に 連 結 さ れ る 電 気 モ ー タ ３
に よ っ て 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
負 荷 制 限 器 を 調 節 す る た め に 伝 達 さ れ る ト ル ク は 、 ベ ル ト の 引 き 締 め 時 と 同 様 に 、 ギ ア 機
構 （ ギ ア ホ イ ー ル ２ ２ ， ２ ３ ） 、 駆 動 部 ６ 、 係 合 さ せ ら れ た 連 結 部 品 １ ３ 、 支 持 体 ２ ６ 、
お よ び 軸 方 向 の 突 出 部 ７ を 介 し て 、 負 荷 制 限 器 ２ ５ に 伝 達 さ れ る 。 負 荷 制 限 器 の 調 節 は 、
例 え ば 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ８ ９ ３ ３ １ ３ 号 明 細 書 か ら 知 ら れ て い る よ う に 、 特 性 曲 線 に
基 づ い て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
支 持 体 ２ ６ は 、 単 一 の 連 結 部 品 １ ３ の 代 わ り に 、 操 作 部 ３ ３ に よ っ て 係 合 さ せ る こ と が で
き る 幾 つ か の 連 結 部 品 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ３ お よ び ５ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 は 、 乗 物 感 応 式 セ ン サ で あ る 追 加 の セ ン サ 、 す な わ
ち 乗 物 感 応 式 加 速 度 セ ン サ ３ １ を 有 し て い る 。 図 ３ に お い て 、 こ の セ ン サ は 、 ハ ウ ジ ン グ
１ ９ の 外 側 の セ ン サ ハ ウ ジ ン グ ３ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の セ ン サ ハ ウ ジ ン グ は 、 軸 方
向 の 突 出 部 ７ 上 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 爪 車 ２ ９ を 有 し て い る 。 回 転 可 能 に 取 り
付 け る た め に 、 爪 車 １ ３ は 、 操 作 ホ イ ー ル と し て 構 成 さ れ て い る 操 作 部 ３ ３ の 軸 方 向 延 長
部 ３ ８ に 回 転 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ５ に お い て 、 乗 物 感 応 式 加 速 度 セ ン サ ３ １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ９ と 取 付 板 １ ７ を 有 す る モ
ジ ュ ラ ユ ニ ッ ト １ ６ 内 に 、 取 付 板 に 近 接 し て 配 置 さ れ て い る 。 操 作 ホ イ ー ル と し て 構 成 さ
れ て い る 操 作 部 ３ ３ が 爪 車 の 働 き を し て い る 。 乗 物 が 万 一 過 度 に 加 速 ま た は 減 速 さ れ た 場
合 、 操 作 部 は 乗 物 感 応 式 加 速 度 セ ン サ ３ １ に よ っ て 予 備 ブ ロ ッ ク さ れ 、 そ れ に よ っ て 他 の
実 施 形 態 に お い て 見 た よ う に 、 連 結 部 品 が 係 合 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ４ に お い て 、 予 備 ブ ロ ッ ク は 、 駆 動 部 ８ に し っ か り と 連 結 さ れ て い る 軸 受 部 ４ ３ 上 に 、
回 転 軸 線 １ ４ の 周 り に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 爪 車 ４ ２ に 作 用 す る 電 磁 石 ４ １ に よ っ て
行 わ れ る 。 復 元 ば ね ４ ４ が 軸 受 部 ４ ３ ま た は 駆 動 部 と 爪 車 ４ ２ の 間 に 作 用 す る 。 爪 車 が 、
電 磁 石 ４ １ に よ る 予 備 ブ ロ ッ ク 中 、 好 ま し く は 、 爪 車 と 係 合 し て い る ブ ロ ッ ク 部 品 ４ ５ に
よ り 、 摩 擦 を 生 じ る 接 触 に よ っ て し っ か り と 保 持 さ れ る と 、 係 合 部 ２ ４ が 、 電 気 モ ー タ ３
に よ っ て 駆 動 さ れ て い る 駆 動 部 ８ と 一 緒 に 回 転 す る た め に 、 巻 取 リ ー ル の 軸 線 方 向 の 延 長
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部 ７ は 、 爪 車 ４ ２ に 留 め ら れ た 駆 動 部 ４ ６ を 介 し て 操 作 部 ３ ３ の 歯 ３ ４ と 係 合 さ せ ら れ る
。 こ れ に よ っ て 、 操 作 部 ３ ３ が 回 転 し 続 け 、 連 結 部 品 １ ３ が 駆 動 部 上 の 歯 ３ ６ に 係 合 す る
の が 保 証 さ れ る 。 図 ４ に お い て 、 電 磁 石 ４ １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ９ と 取 付 板 １ ７ を 有 す る モ
ジ ュ ラ ユ ニ ッ ト に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
示 さ れ て い る 実 施 形 態 で は 、 万 一 電 源 が 故 障 し た 場 合 で あ っ て も 、 特 徴 的 に 調 整 さ れ る 力
制 限 動 作 、 す な わ ち 、 シ ー ト ベ ル ト を 装 着 し て い る 乗 物 乗 員 か ら 受 け 取 っ た 情 報 と 、 対 応
す る 衝 突 の 激 し さ に 応 じ た 力 制 限 が 確 実 に 行 わ れ る 。 こ れ は 、 遠 心 力 ま た は 慣 性 力 の 作 用
に よ っ て 係 合 さ せ ら れ る 連 結 部 品 １ ３ に よ っ て 達 成 さ れ る 。 巻 取 リ ー ル １ 、 し た が っ て 負
荷 制 限 器 ２ ５ 、 お よ び こ の 負 荷 制 限 器 の 左 側 端 部 に 回 転 不 能 に 結 合 さ れ て い る 軸 方 向 の 突
出 部 ７ が 、 シ ー ト ベ ル ト を 装 着 し て い る 乗 物 乗 員 が 前 方 に 動 く 間 に 回 転 さ せ ら れ る と 、 突
出 部 ７ に 回 転 不 能 に 結 合 さ れ て い る 支 持 体 ２ ６ も 回 転 さ せ ら れ る 。 こ の 回 転 の た め に 、 連
結 部 品 は 、 遠 心 力 ま た は 慣 性 力 の 作 用 の 結 果 、 駆 動 部 ８ 上 の ギ ア の 歯 ３ ６ と 係 合 す る こ と
が で き る 。 こ の よ う に し て 、 電 気 モ ー タ ３ の 回 転 子 は ギ ア 機 構 （ モ ー タ シ ャ フ ト ２ １ 、 ギ
ア ホ イ ー ル ２ ２ ， ２ ３ ） を 介 し て 負 荷 制 限 器 ２ ５ の 左 側 端 部 に 連 結 さ れ る 。 負 荷 制 限 器 ２
５ の 、 巻 取 リ ー ル １ と 一 緒 に 回 転 す る 左 側 端 部 は 、 負 荷 を 生 じ さ せ る 、 電 気 モ ー タ の 回 転
子 に 、 こ の 方 向 に 見 て 加 速 ギ ア で あ る ギ ア 機 構 を 介 し て 連 結 さ れ る 。 遠 心 力 ま た は 慣 性 力
、 お よ び 乗 物 感 応 式 セ ン サ に よ る 連 結 部 品 の 係 合 制 御 に よ っ て 係 合 さ せ る こ と が で き る 連
結 部 品 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 巻 取 リ ー ル に 結 合 さ れ た 負 荷 制 限 器 は 、 電 源 が 故 障 し た
場 合 で あ っ て も 、 慣 性 質 量 体 と し て の 働 き に よ る 、 ギ ア 機 構 と 電 気 モ ー タ の 回 転 子 を 有 す
る シ ス テ ム に 連 結 部 品 に よ っ て 連 結 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ギ ア 機 構 は 、 巻 取 リ ー ル と モ ー タ の 回 転 子 の 間 で 、 加 速 ギ ア の よ う に 働 く 。 こ れ に よ っ て
、 負 荷 制 限 作 用 は 、 シ ー ト ベ ル ト を 装 着 す る 乗 物 乗 員 を 介 し て 受 け 取 る 情 報 と 個 々 の 衝 突
の 激 し さ に 応 じ て 自 動 的 に 調 節 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 負 荷 制 限 作 用 が 、 国 際 公 開 第 ０ １
／ ２ ８ ８ ２ ３ 号 パ ン フ ッ レ ッ ト に 開 示 さ れ て い る 意 味 で 、 乗 物 の 乗 員 を 介 し て 受 け 取 る 情
報 お よ び ／ ま た は 個 々 の 衝 突 の 激 し さ に 応 じ た 自 動 調 節 を さ れ る の が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ３ と ５ に お い て 、 電 気 モ ー タ ３ の 回 転 子 の 、 負 荷 制 限 器 ２ ５ へ の 連 結 は 、 乗 物 感 応 式 セ
ン サ 、 す な わ ち 乗 物 感 応 式 加 速 度 セ ン サ ３ １ の 働 き で 予 備 ブ ロ ッ ク を 行 う こ と に よ っ て 実
施 さ れ る 。 連 結 部 品 １ ３ は 、 乗 物 感 応 式 セ ン サ に よ っ て 同 時 に 係 合 さ せ ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
第 ３ の 実 施 形 態 に よ る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る シ ー ト ベ ル ト 巻 取 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
戻 し ば ね の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
他 の 戻 し ば ね の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
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